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₂ 　但し、元禄関東地震（₁₇₀₃年）と大正関東地震（₁₉₂₃年）の間の₂₂₀年間でみると、平均して₂₇．₅年に ₁ 回の頻度でＭ ₇ 程度の地震が発生しているこ











図 １　M ８クラス地震とM ７クラス地震発生の間隔
出典：内閣府・中央防災会議首都直下地震対策検討 WG
　　　　　　　　　　　　　　　「被害想定の対策ポイント」P ₂ より
（ ₁ ）都区部及び首都中核都市の直下想定 ₃ TYPE 地震
都区部直下の地震は被害の深刻度から考察して、 ₃ 地震が抽出される。
一つ目は「都区部直下地震」で M ₇ クラスであり、今後₃₀年間の発生確率が約₇₀％の
地震である。東京湾内は ₁ ｍ以下の津波が来襲するとされている。
二つ目は、「相模トラフ沿いの大規模地震」で、「大正関東地震タイプの地震」である。
地震の規模は M ₈ クラスで、₂₀₀年～₄₀₀年間隔で発生する地震で、先の地震から約₁₀₀年
が経過している。震度分布は深刻で、首都地域の広域にわたり大きな揺れが発生するとさ





































₄ 　（Mw）moment magnitude は地震の大きさを表すマグニチュードの一種。マグニチュードは地震の震源の規模を表すスケールで、従来のマグニチュー
ドの定義は観測される地震波の振幅をもとに経験的尺度であったため、断層の規模との関係を計算により算出した単位である。
₅ 　フィリピン海プレートの厚さが断層モデルを設定できる₂₀㎞以上の厚さを想定。



















































































「霊山ヶ崎西側の斜面崩壊₁₀」として、津波災害伊豆伊東の海潚₁₁（₁₉₂₃年 ₉ 月 ₂ 日）、
相模湾沿岸部では津波が発生している。震源が相模湾にあったため、津波の襲来が早く、


















































































































































































































＊諸井孝文・武村雅之（₂₀₀₄）「関東地震（₁₉₂₃年 ₉ 月 ₁ 日）による被害要因別死者数の




＊首都直下地震モデル検討会編（₂₀₁₃）『首都直下の M ₇ クラスの地震及び相模トラフ沿
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